
アシスト流

データベース

エンジニアの育成方法

「2030年問題」対策に！



2030年問題
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「2030年問題」をご存知ですか？

2030年問題とは、2030年を迎える頃に表面化する様々な問題を指します。

日本人口の約3分の1が65歳以上になり、労働人口が不足し、

社会保障問題や日本経済の鈍化などが引き起こされると言われています。

IT市場にはどのような影響があるでしょうか？

現在、IT市場は急成長しており、ITエンジニアの需要は伸びています。

しかし、労働人口の減少により、当然ITエンジニア人口も減ります。

その結果、2030年にはITエンジニアが約59万人不足するという予測が

立てられています。

さらに、ITシステムに対して「高性能」で「高信頼性」といった要件は

当たり前のように求められ、加えて複数のシステム間での連携も必要となります。

その結果、一連の仕組みは複雑化するばかりで、ITエンジニアの育成も容易では

なくなってきました。



ITエンジニアの育成

3

このような状況において、皆さんの会社ではどのようにITエンジニアを

育成されていますか？

ITスキルとビジネススキル、コミュニケーションスキルも併せ持つ人を

より早期に育成したい……など、理想を挙げればきりがありません。

そこで、本コラムでは「データベースエンジニアの育成」について取り上げ、

弊社内での取り組みをご紹介します。

これだけでスペシャルなエンジニアが育成できる！

と断言はできませんが、少しでも皆さまの課題解決の糸口になれば幸いです。



軸となる「Oracle Database」
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データベースソフトウェアは100種類以上存在します。

アシストでは約35年前からOracle Databaseを取り扱っています。

11年前からはPostgreSQLの取り扱いを開始し、

その後もEDB、Verticaと取扱製品を増やしており、

今後も増えていく予定です。

全てのソフトウェアをカバーすることは難しいですが、

このように取扱製品が増えていく中で、どのように

エンジニアを育成するかは弊社での大きな課題です。

そこで、まずは軸となる製品を決めることにしました。

データベース市場でのデファクトスタンダードで、

社内ノウハウが潤沢にある「Oracle Database

（以下、Oracle）」です。まずは、Oracleを学ぶことで、

データベースの基礎知識を養います。



比較対象となる「PostgreSQL」
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次に、比較対象となる製品を、

OSS（オープンソースソフトウェア）の「PostgreSQL」としました。

昨今評価されているデータベースの多くがPostgreSQLを

ベースにしており、PostgreSQLの知識を得ることで、

データベースソフトウェアの広範囲※をカバーできると

考えたからです。

（※例：Vertica、GreenPlum、Redshift、Auroraなど）

Oracleの知識をベースに、PostgreSQLを学ぶことで、

効率的にスキルの習得を進められます。

「Oracleでいう△△△が、PostgreSQLの□□□にあたる」

と考えることで、理解が深まったり、

新たな気づきを得ることもできるでしょう。



「Oracle」の習得方法
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では、まず軸となるOracleの習得方法を見ていきます。

初めに「アシストのお客様向け研修コースを受講する＋講師を担当する」ことで

基礎知識を得ます。知識を定着させるには、「インプットして、アウトプット

する」ことが重要だとよく言われますが、その手法と同じです。

入門編からトラブル調査まで多くの研修があるため、十分な知識を得ることが

できます。新卒入社の社員だと、約2年間でアーキテクチャまでを完全にマスター

できるでしょう。「研修の講師を担当する」機会がない場合は、社員同士で勉強内容

を発表し合ったり、教え合ったりすると良いかもしれません。

基礎知識を得た後は、実際の業務で経験を積んでいきます。

最初は先輩社員と共に、そのうち1人で、構築などの支援、問い合わせ対応、

トラブル調査などを行います。お客様との関わりが増え、先輩社員の振る舞いを見る

ことで、知識だけでなくビジネススキルやコミュニケーションスキルもアップして

いくことでしょう。



アシストのOracle研修一覧
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アシストのOracle研修は、アシストオリジナルです。販売代理店となった1987年から書籍の執筆に携わるなど、その長い経験から蓄積したノウハウを余すこと

なくカリキュラムやテキストに取り入れており、お客様にも好評です。受講者フォローとして無料の「アフターサポートサービス」もご用意しています。

対象 コース名 形式 日数 内容

Oracle

技術習得の

下地作り

Oracle入門 講義 1日 Oracle技術習得のための第一歩。1日でOracleの全体像をつかめる。

SQLトレーニング 実習 3日 基本から応用まで豊富な数の演習を通してSQLの基礎を学べる。

データベース・アーキテクチャ 講義 2日 Oracleの仕組みや内部動作を図説で分かりやすく学べる。

開発者

の道

PL/SQLプログラミング 実習 2日 手続き型言語PL/SQLの基礎から応用まで幅広く学べる。

SQL応用 実習 1日 SQL処理の幅を広げるテクニックや効率的な記述方法を学べる。

SQLパフォーマンス・チューニング 実習 2日 実際に遅いSQLをチューニングすることでSQLパフォーマンス問題の改善手法を学べる。

Oracleパフォーマンス・チューニング 実習 2日 データベース全体のパフォーマンス情報の収集から分析・チューニングまで、一連の流れを学べる。

運用管理者

の道

データベース・マネジメント 実習 3日 運用管理の考慮事項や注意点を演習を通して体系的に学べる。

バックアップ・リカバリ 実習 2日 実際に障害を起こして、バックアップ取得の重要性やケースごとのリカバリ手順を学べる。

その他

Real Application Clusters 12c 講義 1日 RACの内部構造や障害対策を中心に、運用時の考慮・注意点を学べる。

トラブル調査テクニック 講義 1日 弊社サポートエンジニアが、お問い合わせ事例から選りすぐった調査テクニックを伝授する。

詳細はこちら

https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/oracle.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/sql-training.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/db-architecture.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/plsql.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/sql-apply.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/sql-tuning.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/oracle-tuning.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/db-management.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/backup-recovery.html
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/list/rac.html
https://www.ashisuto.co.jp/support/other_service/ojt/
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/


「PostgreSQL」の習得方法
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次に、比較対象であるPostgreSQLの習得方法を見ていきましょう。

PostgreSQLの習得は、前述の通り、

Oracleのスキルをしっかり身につけた上で臨みます。

教材は、Oracleでも利用した「アシストの研修テキスト」です。

Oracleと比較しながら学ぶことで、「ここはOracleと似ているな」

「ここはOracleと違うな」と、理解と習得のスピードを上げられます。

付随効果として「そういえばOracleの場合はどうだったけ？」と

Oracleの知識を振り返る機会にもなります。

ここで課題になるのは、他業務の兼ね合いで習得になかなか時間を割けないこと、

独学ではモチベーションが続きにくいことです。



モチベーションアップの一手
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この課題に対しては「塾」を開校することで対応しています。

「塾」は、PostgreSQL習得を目指す5～8名のメンバー＋

PostgreSQL習得済みの講師で構成します。

名称は「塾」ですが、一方的に教わるのではなく、

メンバー同士で情報交換を行いつつ、

講師からアドバイスをもらう方法をとっています。

隔週程度で集まって課題の進捗を確認したり、

チャットルームで疑問や意見を投げかけたりします。

グループで活動することで、モチベーションの向上、

気付きの共有ができ、講師も適切なフォローがしやすくなります。

塾は半年から1年ほどで区切りをつけ、

以降は各自の勉強に切り替えていきます。



その他の工夫 －小さな達成感の積み重ね－
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その他に工夫していることは、「小さな達成感の積み重ね」と「外部との交流」です。

育成期間中は、業績への貢献は難しいかと思います。

そのため、本人が心苦しく感じたり、取り組みの優先度が下がり、

結果的に習得が思うように進まないケースもあります。

そこで、「小さな達成感」を得られるような経験をしてもらいます。

例えば、弊社の場合はPostgreSQLの「OSS-DB技術者認定」という資格取得を目指します。

「OSS-DB Gold」と「OSS-DB Silver」という二つのレベルがありますが、OSS-DB Silverであれば、

アーキテクチャやSQLを理解していれば、比較的容易に取得できます。

弊社では、PostgreSQLの習得を始めて約3ヵ月程度でOSS-DB Silverを取得するケースが多いです。

最初の達成感という意味では、形にも残る認定資格は有益だと考えています。

https://oss-db.jp/outline


その他の工夫 －外部との交流－
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他に、外部との交流もお勧めです。

昨今ではハッカソン（IT技術者がチームを組み、テーマに沿ったソフトウェアやサービスを

開発して競い合うイベント）のように、様々な企業同士で交流する機会が増えており、

そこで得られる知見や人脈は、個人にも大きなメリットがあるでしょう。

PostgreSQLには、いくつかコミュニティがあるのですが、

弊社ではPostgreSQL エンタープライズ・コンソーシアム（PGECons） に正会員として参加しています。

その中でも、PostgreSQL習得中のメンバーは、技術検証などを行う技術ワーキンググループに参画します。

様々な企業から選出されたメンバーで、1年間かけて、とある技術テーマに取り組みます。

技術力の習得はもちろん、他企業の方と関わることで、見識を広げたり、

グループ解散後も情報交換を続けたりすることができるため、大きく成長できるはずです。

https://www.pgecons.org/


まとめ

12

今回のコラムでは、データベースエンジニアの初期フェーズの育成方法について

ご紹介しました。ポイントは、以下2点です。

✓「軸」となるスキルを習得し、そこから「比較対象」へ横展開する

（例：Oracle から PostgreSQL へ）

✓「個人依存」とならないように「グループ」を活用する

（例：塾、コミュニティ）

もし、本コラムを「今からデータベーススキルを習得する」方が読んでいるので

あれば、知識習得の参考にしていただいた上で、習得したスキルを「自社への貢献」

だけではなく「コミュニティや社会へ還元」していくことに価値を見出していただ

ければと願います。



参考 筆者紹介
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[研修] Oracle研修

入門レベルから上級レベルまで学べる11の研修コース

研修情報はこちら

徳原 茂之 Tokuhara Shigeyuki

株式会社アシスト

ビジネスインフラ技術本部

データベース技術統括部 部長

1996年に新卒で入社以来、Oracle、PostgreSQL、

Verticaなどデータベース分野を中心に担当。

3年間の東京勤務を経て2016年に帰阪した以降は

西日本のお客様に対するデータベースの提案／構築支援

の責任者に従事。

週2回はジムに通い、自身の筋肉との対話を欠かさない。

2021.06.10

[セミナー講演資料] PGEConsセミナー

事例から学ぶPostgreSQL活用のヒント

～若手エンジニアに訊くPostgreSQLの魅力～

講演資料はこちら

[研修] PostgreSQL研修

アシストは、LPI-JapanよりOSS-DB技術者認定資格アカデミック

認定校として認定されており、試験範囲の基礎習得にもお勧め

研修情報はこちら

https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/oracle/
https://www.pgecons.org/2021/02/19/5356/
https://www.ashisuto.co.jp/ojt/course/postgresql/

